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育 養成 における「 び」教 の
The Possibilities of Song Play Teaching Materials in Childcare Teacher Training Courses

  
大学 大学 教育学科教授

は の 自 の として びの を 、お をした 、

を い がら自 に を した し がら を した き きとした をしている。 を

うことは、 育の において に に いられている 方、 の は「 の 業に るた の

」に ている うに る。 、 を びは、 にと まら 、 の

に 、 が られる の 、 を関 がら教 として 実 ることが

と考えられる。 こ は、 びを 育に す教 として し、 の を るた

に 育 と大学 の びの実践について ら にすること い教 の を い、教 と

しての を る。

キーワード：

は に
「 教育 」 iは、「 育 育 」

i i、「 教育 育 」
i i iとと に 成 29 に れ、「 児 の

ま に育 て しい 」の が れた。
教育 に いては、1 教育に

おいて育 たい お び が れ、
2 「 児 の ま に育 て しい 10 の
」を した 、 育 との を
し、 の をしている。また 3

児 と の を し、
理 した すること 4 言語 を

的に れ、 を つ 児 国 ら
国した 児 を とする
の の 実 をは ること 5 境を

して教育を として をする、5 つの イ
を ることが きる。
の 育 は、 児が きる 境を
た 、 と が 的に きる

うに、 を られる う

育を す が う。
また、 を見 えて、 「 び
の 」 を して た 、考え

た する 自ら が きる る 「 考
、 、 の 」 いたこと
きたことを した 、 した し がら
する 「学びに う 、 」

した 、 考 を の
うに する を考え、 い を る

た に を する という 3 つの
が大 う。この う を の

の 自 の として び
の を 、お をした 、
を い がら自 に を した し が

ら を した き きとした をして
いることに を けたい。

、 びの が いられるの 、
に す 3 つの が に ると考える。
を うことは、 が て の す

研究ノート

ガハプカ奈美
（教育学科教授）

松 原 綾 菜
（近畿大学九州短期大学講師）

保育者養成課程における「歌あそび」教材の可能性
The Possibilities of Teaching Materials for Songs while
Playing in Childcare Teacher Training Courses



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 5号）

─ 92 ─

―2―

と を て ことが き、 の
が言 を している う に

している が いた え すいこと
びの が にいる すいた
、 育の において に に いられ

ている。
方 育の を見て ると、 の 育

として るいは、 として れられて
はいる のの、 に を に を
るた の として いられる けにと ま
ている う が られ、 の にいる
す ての の 関 をし
のとは言い い。 、 を
びは、 にと まら 、 の
に 、 が られる の 、

を関 がら教 として 実 る
ことが と考えられる。

は、 びを 育に す教 と
して し、
の を るた に 育 と大学 の
びの実践について ら にすること

い教 の を う。
は、 らが 的に ている、「

育て 」 の 会 、「 を し
会」 の実践 と、 お
び、 育の れる を
し、教 としての を ることを 的とす
る。

びの と
、 児の び方— に の び

方に大き を たらしている。
を見ていた 、 の

することが た。 れに い を け
る うに は、 に ら の

が大き れた。
の う 、「 び」が れ

られてきているの は い と する。
「 び」とは、 ら しまれ
ている の びのこと 、大き 3 つに
することが出 る。

を た び こ

を た び と 、お
言 び を た び るた、 ら

うた iv

びには、 こ れ 、
が 、 びには、 、お

、おは き、 るた、 と が 的
の る。これらの びは の び

と い、 自 自 考え がら の
びに独自の イ を し
び方を することが出 る。こうしたこ
とが、 びを する の

を育 こと とつ がるの る。
この う 会 る らこ 、「

び」を して 的 「 び」を し を
し、 関 を てい ことが

られる。

の と の
ここ は、 の が 会と関 を つ

育つ を 8 つの に し、 の
に れる き を けた、 ク

H ク Erik Homburger Erikson,1902-
1994 の 8 つの について「 と
会」 れた自 と 会とを結 関 と
について詳 を見ていきたい。

ク が した 8 つの とは、
1. 児 す
2. 児 18
3. 児 3
4.学童 5
5. 12
6. 20 39
7. 40 64
8. 65
に れてお 、 れ れに する と

したい 、また、 きる の
が れている。

1 ク の 8 つの v

成
理 関

授
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児

18
児

意 自
、

イ

の自
3

児
的

の

の
意

5 学
童

学校

学校
ス
ツ

12

独

会的
関

20

39

成

独

関

40

64

自 の

65 自 の

は、 1 の 1 児
ら 4 学童 と 育 の関 とを考え
ていきたい。
ま 、 児 に たる の の

「 理」には「 」が ている。これは、
き す につ がる したい る。
方「 」 は、 き ら につ がる

したい と る。この を するた
の「 」は「 」と ている。これらの

を き たこと る「 き
る の 」は「 きこ 」と れ、 の

には、「 」との関 が大き する
と れる。

児は は きてはいけ いた 、
こと の大 に、 こと を
え、 を けること して
が き、「 」が れてい 。
児にと て、 に する「 」を

きる する ることを
てお ら い。
に、 児 について て ると、「 理」

は、「自 」と てお 、この の「自 」
において 「 き す 」につ がる の
る。 に、「 」、「 」に関しては「 き
ら 」につ がる。 して、これらを する
た の「 」は「意 」が ることが
言える。これらの を き たこ
と る「 きる の 」は「 」
る。 の には、「 」との関 が大き
すると れる。 に言う「い い 」

が るのは と言 れるが、
この に てはまる。この の は、
「自 は とは うの 」という意 がは
き と出 、自 が える大 る。
児 には「 」との 関 に成

ていたが、 いて自 を ること きる
うに た 、言 自 の意 を えられ

る うに た きるた 、「自 たい」
という意 が れる。 の う 会に

が スを えること 、意 を て
うという「自 」を してい 。

方 、この に「 に き い ら、
」、「 い いる ら 」 と、いつ
の したい を に てしま

た 、 に したときに に た
すると、「 」という「 き ら 」を え
る うに る。 はこの に、 の に

における 、 に える「意
」を する。
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いて、 児 には、「 」が と
てお 、「 」「 うして 」と に
する うに る る。ここ 関
が と るのが「 」 る。 は
て見る れる の に関 を つ う

に る。 の う とき、 にいる「 」
育 が に して えた 、 関 の
をして を育 すること 、「 的」

を て する を育 ことが きる。
方、 育 が に た 、

を 的に えつけ うとした すること
、「 は の 」という「 」を
え、 的に てしまい、 的意 が て

てい 。た し、この には、 会
的 を教える るた 、 に
する う ことが い うに、 育の
ラ スに を付け けれ ら い。
学童 について て ると、 ら 12

と 、 に小学 の に てはまる。この
に大 「 理」としては、「 」が

られる。「学校」との関 の 、 する
し を学 、 を した して、
的に を をつける うに

てい 。このこ は自 の に
き、 会における自 の「 」を考え がら

する を る。
方、 の の理 を し、 に

た が き た 、 をする
られて いると、「自 には出 い」
という をいた いてしまい、 した
会 が出 てしまう が る。
この うに 育 が 児と関 てい
は の 、 い た の の 成

に大き をお すことをし と理
した 、 育に た 、 育教 の をし
けれ ら い が る。

の び
ここ らは、 びの教 を て、い

に た の に い がら 育
を う 的に を いて てい 。

に 、 育の れている

びの と、 児に が る v iを、
育 の 出 れた結 を に

を 、 の を し、 れらの教
としての について てい 。
お、 は 児の ら、

が た。
の びの

う   
の
が出て る

ら を て う
の 4 つとする。

う
のこ た が

の イ イ と た
がすき に の こうに い に を

こう イスク の の クス
ス お け て い お の

の
ス ド

の はつ こま
100% を えてドラえ に て
いい に と ド ド ド

お い の きらきら
し う たらいいのに クラ を
こ し た 大き う けこ
け えるの し た う

の島の 大

き つを る
きのこ に の こうに イスク の
の 大き の の下 に
たら う こいの う た
た ま と の が こ こ
たき て うの ク ス
の イ お き お い の

う つが出て る
イ イ の こつ まのた き

う い のおま の
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ま こ た きつ こ う う
たつ の学校 う と

こ つ こ こ (こ つ ) 
まのこ の つ こ
た

ら を て う
の きのこ の

はつ こま
の らを に に ていい

大き の の下 こつ まのた
き す らいて が が
い しこ こ お とう この
うた い い こ し きらきら し
おにの ツ スい ま

下 は複 の に る 、 成

の 出 れた結
2 6 に が る

の
ス

ら お とい し
のうた
う いし と /お とい し

/と の
と
Viva! Spark!
出 の CM
いた のた き うた

ド ド/
クの びラ
ラ /

/Foorin
イ / と の

/WhiteFlame

学 の は、教育 の「お
とい し 」 れている

の に が している。また、
れらには、「 ら を し がら う」という

が ることが る。また いことに、

には、い る
v i iが れてお 、 しい

がら つ し を る う に て
いる。また まれ育 た には つ
し を 、 け れ すい― え すい
と ていることが る。

参考 小学
DYNAMITE/BTS
に ける /YOASOBI

/YOASOBI
いうえおお が たい う
の / 育

/LiSA
う え /Ado

参考 として た小学 に の る
の を見て ると、 児 に ると、

の が大き 出ている う る。
えて、小学校 の 会 れる 教

の の らの が大きいと考
えられる。

5 クを れた び の

クとは、スイスの
ク ク Émile Jaques-Dalcroze 
1865-1950 に て れた 教育

、 理学 大 理学に いて
れたこと ら、 的 教育に

けられる。
ク は、 に を き、 し、

を出した を した して を う
こと 、 る する の
成 を す。また、 的 成 け 、
と の ラ スを育 、 としての
成に つ がると れている。

クは に
の つの 成 れる。
とは、 を き、 を し

て する る。ここ の とは、
の う き しの は 、 ま
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ま の を た 、
を いた に て れる。 の

られる 的 に を け、
れらを 、 を て すること
、 の 的 を る。

とは、 、 、 、
、 、 の に関 る を き

けて した 、 た する。
は、

したことを、自ら 出し する。

これら つの を し うことに 、
の 的 を 、 的

び、 的 を育 ことが きる。
的には、以下に す う ま ま

の が れている。

的

の

ス
  

的

意

  

クは、これらを に する
の は 、 理 自 に し がら育
ことが きると れている。

的 の ら る

うに、 「 」の らい る「 い い
のの し に する を

つ たこと 考えたことを自 に
して し の イ ― を にし、
ま ま を し 」ことを れた
を し すいた 、 クは の

びを 実 ることが きる方 の つ
として大いに きる。
ここ らは、 う き つを

る う つが出て る ら を て
う の 4 の について、 クの
を れた しい び を する。

クの は う はお
の を れた 、

き つを る は のイ が ら
、 う つが出て る は のイ
が ら 、 ら を て う

は の い方の が がる と した。
びが た の を る

けに まら 、 育の に 実した とし
て れられる うに、 の きと を

た クの を いて 成した。
また、 の うに 自 自 考え がら

の びに独自の イ を し
び方を することに し、

自 考えた し した きる う
して る。

う お の
を れた

ド の
クの 的 らい の

を の らを下に ける。ド
ラ ドを、 に て い、

に を し つ てい 。
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れてきたら はド の 、
てクイ をする。
の が「ド 」と たら、 い

て が「ド 」を て に を
の に て 下に す。

  
   ド            

ド を て い

の に てス をして
を し、「ドドドド 」を

に に ま 、 いて「ド 」と
こえてきた の に いて、 を し
て う。

を い て 、
して を がら と こ

とを、 を がら う。

ド の を い がら と ことを
する。

を い に て う。

の に ド イ を れて
い。

の に て を 下に すこと 、
の の を、 の に き え、
を て ることが きた 、 た

に して 、 の きを うこと の い
が きる うに た する。 ド イ
を れることに て、 の つ を
らに ることが きる。
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ド ラ ドの を下 ら に
は、 を するた

と れる。また、 を る
、 に て を い う は、

お と し がら を した 、
を見 がら自 の を した すること
が自 と られる。
この うに、 う し に えて、
の の 、お と して

を る を がら
が きる。

き つを る のイ が ら

イスク の
クの 的 らい の

スを 、 する
イスク に をつ て

い いの イスク を する。
この に、 が「こ イスク に

う」とお を見 るの は 、
た の した イスク を自 の

する し を て た
い。 ま た きし イ が出 い
は、 が「こ の こ の いい
」と きを して見 て い。
にする と いて を らま が

ら の い。
の ら に て

に て けてい 。 は に
こ ま ける。 の の

スを き、 する。

は ける、 はす に ける

の と関 付け がら て い。
イスク を る。   

たま を る     
を れる       
る ま ま ま ま       

れ れの の きを る。
きは、たま を る を れる

る の う の い。
「 」 に た言
を言い がら いて、 イスク を る

を し がら びをする。この
、 の を すると るイ
が ら すい。

出 が た イスク をイ す
る。

イスク の を う。

の は、 を き、
を えた て た して い。

の 『 イスク をつ まし
う』の に て て い。たま を

て
の うに の を の に
い。

この うに イスク に
を れて ら うこと 、自 に の

う イスク を した 、 の
が つ のイ が が た することが

きる。 を し がら、 の
スを ける を す

る は、 たことを する 、
の い方の が が 、 のイ を

らま る けに る。
イ が に ると、 は の

に ることが きる。または、
を てイ を て ら を

うこと 的 る。
クを れた び は、

た がイ をすること を うこ
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とを れられるた 、 ま ま
との に 、 の が が 、
た の が に ること

が きる。

う つが出て る のイ が
ら

の ま 、 まのこ
クの 的 らい をス

する つの の 複
『 の ま 』を う
お う に

と る
ま に
の け 見 は『 イスク の

』の した うに、 た の
を る のとする。

の を、お う ま に
して の 、 に て

。
つの に れてお う

と ま の きの を る。
が「すたこら」と言うと、お う

の が「 」の ら き
を い がら る。

が「 」というと、 ま の
が「 」の ら きを

い がら 。
は の ま つ い がら、

ス し、 れてきたら、 の
を れて い。

複 の
の が こえてきたら、 ま

の が 。 の が
こえてきたら、お う の が
る。 方が こえてきたら、 方の
が自 た の きを 。

『 まのこ』 、
お ま 2 し し

こ ま
に えて『 の ま 』の を『

まのこ』 うこと 。

実際に を し がら ま を す
ること 、 のイ の が が きる。
また、お まとこ まの大き
を した 、お う と ま の る

イ し がら きた する。
の つ が られる け 、
、 、 の を こと 、

クの ク る つの
を に る複 の の らい
することが きる。

、 クの ま の きは、
の の つ と の る

の の関 ら、「 し
し 」 と け をつけて

することが いが、『 の ま 』の
に「 」という言 が れている

た 、 のイ を捉えることを し、
にお う の きの を
的に考え、ここ は として を
した。

クの の は以下の る。

の の関
v i i i

い い
い い
い い

これらの を意 し がら ス す
ること 、自 きを して の
を する。 ク は、 の の
きは 的 の意 、 の の き

は 的 の意 が するとして
ている。 ix
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ら を て う の い方の が
がる
大き の の下

クの 的 らい イ クス
に をつ て い いの を
する。 の 意 は の

と
の に て した に

たまま れる。 き方の イ ク
ス を え、 れを き、

た は の う に ら
れる を、 の を 、 い いに
イ して する。

を た 、 と の を
て き けた して びにして い。
『大き の の下 』を、 びを

つけて う。
「小 の の下 」と え にし、
の 。 た は小

を し、小 と小 き し
がら う。

の 、「大き の 」 「小
の 」 、 らの を き て、

い出しと に「大き の 」 し は「小
の 」に する。

を すること の う し、
のイ を らま ることが きる。
と と の 付けがついている る

が、 の イ クスの いを 、大
き の と小 の を すること 、
また た の い方が きるとと に、
の 自 きる。
に して に られる は、 の

スの の いを と 、
た スを、自 に ま ま の
き する。

以 の うに、 びを クの
を いて 的 として すること 、

は 、 「 」の に
まれる の を、
的 つ 的に れ す ることが
きる。また、 び に クの
を れることは、 ク の

の らいを 成してい ことは 、
する を育 けと るは

る。

6 育の の ク実践の
びを うに た 、 「 」

ま ま を つ ク るが、
育の れることを に る

い。 の理 の つとして、
クの を捉えることの し に ると考える。

育 に クを れる
ことを う ている いたとこ 以下の意
見が出てきた。

クを 的に
れたい

クを て たいと い、
れて て 、「これが ク の う
」と を る。
クラ クは けるが、 クの
は ド を る。

クを学 理 したと
て 、 実践したら「 れ 」と

ることが い。 き の いの 、
に たまま る。

の に れているた 、
クを実践し うと が い 実

践 れ いのが る。

の に を れている
、 クを した

クは の のた の「
の 」と ていた。

クを れたいと うが、学
とにクラス う を している
の 、 が け い が こ のク

ラスに いると、 この に
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て が ま てしまう。 し て し
て する が いの 、 のクラスの

実践 きる を実
が るの 、 的に てい

ことが しい。

クの教育 自 、 理学 大
理学に いていること ら、 の は複

を 的に捉えることが き、
を してしまうことが に しい。 に

れた のが い に、複 的 文
し 捉える が 、 育 が ク

の のを理 し いことが考えられる。
に て を す け れ
るが、 クの 的 的 を
れると ると に 育 自 の、実践する

イ が きに いことが る。し
し、 の 的 的 こ 、 「 」
の ら見た が 意 の る
のと 、 らには「 児 の ま に育
て しい 10 の 」に関 し るの
は い う と考える。
育の れられに い う つの

理 として考えられるのは、 の
る。 クには が うた 、
の いてしまう ス

が考えられる。 クの は、
は 、 け 、 の きを

見 がら 、 の を 、 き いを
する 、クラ クを の に のと
はまた の、 の を とする。
に ける うに る け は 、 れらの
の に を すること る。

7 の とまと
論 は、 びの教 の について

クの教育 を れることを し
た。 育の の びは、 た を

に るた の に まら 、
クの に 、 を ること 、自

に すること 、 「 」の
らいに いて きる が考えられる。

「 」の に は、 の を
えること 、 のた の の に

れ しの が れること
い。 的 、た 「 に れて し
」 けに まら 、 の の

と うに「 はこう し う」「
はこうして う」と 的に考え がら、
する 的に れられてい

方を してい ことが ましい。 の つと
して、自 を 考え、 すると
いう クの教育 は、 びを した

た の を にして れる
う。 のた には、 クの の

理 、 の の が
育 に られる。 の 育 が

クの を ているに ら 、実践
に している を してい けれ
ら い。 の つの方 は
るが、 ク の が いこと 、
の方 とい た の 大き 関
て ることが れる。 育の
の ら 、 育 自 が実践 きること

が ましい う。 育 が びと
して に、 的に の 育に れら
れる に きる う考えてい た に 、

クを れることを した
育 養成 の学びの が

る。 は、 の 育 の意見
れ がら 育 養成 の実践に え、実

際に クの ス に て 育 が実
践した を 察、 していき、 ク
の 育 の実践の を していきた
い。

について、は に は が、5
7 は が れ れ した。
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i 文 科学 2017 教育 イ
ド pp.5-22 

ii 2017 育 育
イ ド pp.24-57 
ii i 府 文 科学 2017
イ ド pp.62-94

iv ら うたには、童 まれてお 、
る がついた の い。

ら を た 、学 する「
」 は 、 い がら び、 ら を
し がら こと、 にのることを

的とした を は している。   
v E.H. ク 西

,2011『 イ とライ イク
』 ク の 論文「自 と
会の関 」 (1946 )、 論文「

」 (1950 )、 論文「 イ
の 」 (1956 )の つの論文

ら ている。 は 1959 に出
れ、1973 に『自 ―― イ

とライ イク 』という 、小
小 の 出 れた

のを にし、 が した。
v i  2007 ら している 育て 会

0 ら し らが
している会の ラ ク ス を

に 成。
v i i とは き と い れ、
ド ラ ドのう 4 と 7 の
を いて る ド ラド の
る。
v i i i 2019『CD 付き ここ と ら を
育 のたのしい ク』 会
ツ p.21 参考、 成

ix ク ク ,
, ,2003『 と と教育』
会 出 p.47
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